
（発行日　2015年12月7日）

【対象期間　2014年11月～2015年10月】

改訂日　2016年5月11日

株式会社　久力製作所

代表取締役　久力　章喜



1．環境関連の法規制等を遵守する

2．廃棄物の排出量及び最終処分量の抑制とリサイクル化を推進する

3．無駄なエネルギー利用は排除し、業務効率の向上により省エネルギーに努める

4．金属屑の積極的な省資源活動に取り組む

5．エコアクション２１の活動を通じ、従業員の環境保全意識を高める

6．環境方針は環境掲示板への掲示と説明で全従業員に伝達し、理解させる

株式会社　久力製作所

【基本理念】

【基本方針】

代表取締役

株式会社久力製作所は、住宅部品（ドアロック、ドア部品、ユニットバス部品、トイレア

クセサリーなど）の製造において、安全で快適な暮らしを確保する為の一員として事業

活動を行うと共に、皆の財産である霞ヶ浦、北浦の保全と地域社会とのコミュニケー

ションを推進し、環境保全活動を積極的に推進して参ります。



1． 事業所名及び代表者氏名

 株式会社　久力製作所

 代表取締役　久力章喜

2． 所在地

 本社工場 茨城県行方市小貫1681

 東京支店 東京都墨田区錦糸4-6-9小川ビル2F

3． 環境管理責任者及び連絡先

 環境管理責任者　栃本修一

 連絡先　ＴＥＬ：0291-35-2636　　ＦＡＸ：0291-35-2683

4． 事業の概要

 住宅部品（ドアロック、ドア部品、ユニットバス部品、トイレアクセサリーなど）の設計、開発、

 製造及び販売

5． 事業規模

・従業員の内2名は東京支店に所属

t 4,547

従業員 72

項目 2013年度

床面積合計

2,104

5,169

2,302

2015年度

2,199

1,500 1,500㎡ 1,500

人

単位 2012年度 2014年度

70 76

2,502

3,848生産高 3,924

72

売上高 百万円

1,500



1． 認証・登録範囲

本社工場、東京支店

2． 事業内容

 住宅部品（ドアロック、ドア部品、ユニットバス部品、トイレアクセサリーなど）の設計、開発、

 製造及び販売、すべての事業活動に適用している。

製造部 総務部 営業部 商品開発部

営業課 商品開発課 商品課

生産管理部営業部 商品開発部 商品部

本社工場 東京支店

組立一課

プレス課

金型製作課

経理課

総務課

代表者

環境管理責任者

ＥＡ事務局

生産管理課 営業課 商品開発課
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本社工場

本社工場

1%増 2%増

2%減廃棄物排出量の削減

  【2013年度実績値】

プレス生産性の向上

15.44

47.52

電力使用量の削減目標の計上において、COշ排出係数は2013年度（0.464kg-COշ/kWh）基

準を使用した。

No．3 水使用量は月単位平均を設定値とする。また、東京支店については月1m³以下（基

本使用量内）であるため、削減目標を設定せず計上までとする。

化学物質使用量（PRTR対象物質）は商品開発試験に限り使用するものであり、年間量とし

てはごく少量のため削減目標を設定せず、適正管理を目標とする。

414406

3%増

  【2013年度実績比】

t

t

品目数

  【2013年度実績値】

本社工場 15.29 15.1315.6

個/作業h

418本社工場 410

3%減1%減

47.04 46.56

3%減

48.0

1%減 2%減

12 13

13本社工場 10

10

(269)

359,660

 水使用量の削減

㎥/人

30%増

東京支店

3%減

0.515

10%増

11 12

東京支店

20%増

11

355,990

東京支店 1,485 1,470 1,455

367,000

1,500

(28,460)

2%減

0.113

(266) (264) (261)

0.116 0.115

12.24

化石燃料使用量の削減

(1,902)

東京支店

本社工場

0.510 0.504

1%減 2%減

0.801

(1,845)(1,864)

0.818

(28,170)

12.36

23.26

(53,550)(54,102)

0.810

23.50

3

kg-COշ/百万円

12.49

単位実績値/百万円比】

  【2013年度売上高原

 コピー用紙使用量の削減

  【2013年度実績比】

本社工場

1%減

【2013年度人数原単位

（水実量値）

  実績比】

0.52

(36.38)

（COշ実量換算値）

1%減

12.62

(29,041)

0.117

23.98

(55,206)

No. 項　目 単　位 認証サイト

（基準年）

kg-COշ/百万円

本社工場

  【2013年度売上高原

単位実績値/百万円比】

23.74

(54,654)

 電力使用量の削減

枚

実績値

（COշ実量換算値）

0.826

金属屑の削減

2%減

(36.75) (35.65)(36.02)

2013年度

2%減

1%減

(28,751)

3%減

3%減

363,330

(1,883)

目標値

 グリーン購入の推進

  【2013年度実績比】

3%減

2014年度 2015年度 2016年度



No.

1 電力使用量の削減 ・不要な箇所の消灯

・昼休みの消灯

・パソコン、ＯＡ機器の省エネ設定

2 化石燃料使用量の削減 ・自動車燃料、灯油使用量の削減

・フォークリフト、自動車エコドライブの実施

3 水使用量の削減 ・節水コマの取付け

・節水意識の向上による節水の実施

4 コピー用紙使用量の削減 ・裏面活用コピーの推進

・資料のOA化（スキャナー利用、FAX利用)

5 グリーン購入の推進 ・アイテム増加の推進

6 金属屑の削減 ・プレス加工端材使用量の削減　

・製品不良発生の防止

7 廃棄物排出量の削減 ・製品不良発生の防止

・有価物化の推進

8 プレス生産性の向上 ・作業効率の向上　

○≧100％…目標達成　　　100≧△95％…やや未達　　　95％＜×…未達

1

2

3

項　目 手　段

104%

104%

○

○

22.70

(49,880)

0.777

(1,678)

○

(264) (135)

東京支店

0.115 0.0530.117

本社工場 108%

217%

12.62

(25,893)(29,041)

12.36

106% ○

○

(28,460)

 　単位実績比2%減】

(269)

0.510

化石燃料使用量の削減

(36.02)

0.480

(35.17)

11.41

0.826

(1,902)

23.50

(54,102)

0.810

23.98

(1,864)

kg-COշ/百万円

（COշ実量換算値）

（COշ実量換算値）

本社工場

東京支店

【2013年度売上高原

 　単位実績比2%減】

kg-COշ/百万円

【2013年度売上高原

電力使用量の削減

 水使用量の削減

【2013年度人数原単位 本社工場

0.52

(36.75)

No. 2013年度

（基準年）

認証サイト単 位

目標

実績値

実績値目標値 評 価2014年度環境目標

㎥/人

（水実量値）

(55,206)

　実績比2%減】

達成率



○≧100％…目標達成　　　100≧△95％…やや未達　　　95％＜×…未達

4

5

6

7

8

No.

1

2

3

4

5

6

7

8 プレス加工工程の改善を推進した結果、作業効率がアップし目標を達

成した。継続して取り組む。

 コピー用紙使用量の削減

○

1,000

【2013年度実績比2%減】

No. 2014年度環境目標 単 位 認証サイト

実績値

目標値 実績値

目標

2013年度

達成率

（基準年）

1,500 1,470

評 価

【2013年度実績比20%増】

10 12

枚

本社工場

東京支店

本社工場

東京支店 12

1210

367,000 359,660 347,500

 グリーン購入の推進

【2013年度実績比2%減】

t

 金属屑の削減

48.0本社工場

○

【2013年度実績比2%減】

t 本社工場

 廃棄物排出量の削減

15.2915.6

品目数

○100%

125%15

103%

○147%

9.86

113% ○

○155%

41.73

414 415

47.04

節水コマと新たにトイレ消音器の設置により、節水活動が全社的に実

施され効果的に削減された。継続して取り組む。

○

評価、次年度の取組内容

個/作業h 本社工場 406

項　目

 プレス生産性の向上

化石燃料使用量の削減 無駄な冷暖房の抑制や公共機関利用での移動など、効率的に移動を

図った結果、目標を達成した。継続して取り組む。

水の使用量削減

コピー用紙使用量の削減

100%

グリーン品購入の推進

【2013年度実績比2%増】

前年度から継続して節電や工場内現場及び事務所における作業スケ

ジュールを調整し、全社的に残業時間の削減を行った結果、目標を達

成した。本年度実施予定だった節電・省エネ診断の改善提案に基づき、

更なる活動を行う。

事務資料や作業指示書に至るまで、裏紙の利用促進の意識改革は定

着した。更なるデータ管理により紙出力の抑制を推進する。

金属屑の削減 プレス加工原材料のコスト削減や加工、組立工程の改善活動により不

良品発生が減少し、目標を達成した。継続して取り組む。

カタログ等でグリーン品アイテムを積極的に増加し、購入を推進した。

継続して取り組む。

電力使用量の削減

廃棄物排出量の削減 梱包ビニール類と樹脂不良部品のリサイクル、木パレットの出荷再利

用などにより積極的に排出量を抑制した。継続して取り組む。

プレス生産性の向上



1． 下記の主な法規制を含む全ての適用する法規制の評価において遵守していることを確認しました。

また、関係機関等からの違反の指摘、訴訟等も過去８年間ありませんでした。

フロン排出抑制法 ○ 問題無し

消防法及び行方市条例

茨城県生活環境の保全等に関する条例

茨城県廃棄物の処理の適正化に関する条例

その他の法規制

法規制

廃棄物処理法、茨城県及び行方市条例

PRTR法

RoHS法

○

○

○

○

遵守状況

○

○

○

問題無し

問題無し

○

違反、訴訟の有無

問題無し

問題無し

問題無し

問題無し

問題無し

問題無し労働安全衛生法

エコアクション２１活動が維持され、全社的に定着していることが伺えます。本年度の実施課題

として電力使用量削減に向けエアコンの設置方法変更や買い替え、水銀灯のランプ交換、ＬＥ

Ｄランプへの移行（未実施場所）など節電・省エネ診断結果を参考に検討を進めて下さい。

見直しについては環境方針、環境目標、ＥＭＳの仕組みなど適切な設定であると考えますので

変更等の指示はありません。




